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イノチを生む動く線とリクツが生む複雑な形
～第14回縄文コンテンポラリー展の飛躍～

文化人類学者 古谷嘉章

ヒトは二足直立歩行するとき、バランスを崩して倒 今回の展覧会の新しさは、名称だけではない。出展

れ続けることで、足を前に踏み出して進んでいく。そ 作品を全体として見たとき、これまでは、あまり追求

うしなければ歩けない。静的均衡は命あるものの特 されていなかった方面への飛躍があった。それは大

徴ではない。生き物は、少しずつズレながら動き続け きくまとめれば、「イノチを生む動く線」と「リクツが

る線であり、それが「生きる」ということである。 生む複雑な形」。組み合わせれば「イノチを生む動く

14回目の今回、船橋市飛／台史跡公園博物館を会 線がっくりだす複雑な形にはリクツがある」という

場とする「縄文コンテンポラリーアート展Jは、「縄文 ことだったと思う。

コンテンポラリー展」へと名前を変えた。元服を前倒 現代人には摩詞不思議にみえる縄文土器の造形に

しての改名とも言える。この改名は、些細に見えて、実 ついては、いままで多くのことが言われたり、普かれ

は大きな飛躍を意味することになった。縄文文化を たりしてきた。それが何を意味しているのか、それぞ

専門とする博物館で、コンテンポラリーアートを名に れのパーツは何を表しているのか。また膨大な量の縄

冠した展覧会を開くこと。それが先駆的な試みであ 文土器が生産されたにもかかわらすてまったく同一の

ることは、いくら強調しても強調しすぎることはない。 ものがない理由についても、あれやこれやの解釈が提

しかし逆に、「コンテンポラリーアート」という展覧会 出されてきた。そうしたこれまでの考古学研究の蓄

名が、作品の制作や鑑賞を一定の方向へと導くカと 積に対して、今回の展覧会は総体として、アーティス

して作用したと言えないこともない。 ティックでありかつサイエンティ 7イツクな興味深

それに対して、今年から「アート」を取って「コンテ い視点を提起した。それは私なりに言えば、次のよう

ンポラリー展」としたことの意味は、時間のスパンを になる。

長くとれば、縄文時代と現代を「同時代」（コンテンポ 縄文土器の造形は、瞬間的な情熱の爆発などでは

ラリー）と見てよいということである。そもそも「織 なく、（生命がロジカルだという意味で）もっとロジ

文l万年」というよく使われる言い回しが、あれだけ カルなもの、線が動いていくプロセスが生み出した

多様な文化を一括りにしてしまえるのであれば、縄文 ものである。生き物の形がそうであるように、その造

時代が終わってからまだl万年も経っていないのだ 形の背後には原則という「リクツ」が潜んでいる。そ

から、現代から見て縄文とは「そんなに音ではなしり。 の「リクツ」とは、詳細な規則というよりは、非常にシ

だからと言って、縄文時代の人たちが作ったモノ、考 ンプルなガイドラインのようなものであり、そこに適

えていたことを現代人が簡単に理解できるというこ 切な「ズレ」ないしは「ユラギ」が挿入されると、結果

とではない。しかし、縄文と現代をそのように「同時代」 として、いわば自己増殖的に無限ともいえるような複

として並べてみると、作家同士、アーテイスト同土と 雑な多様性が生み出されていく。そういった視点で

して、肩の力をぬいて責古話することもできる。つまり、「ア ある。

一トJを名称から外したことで、逆に、「縄文の手」と「現 動く線から命が生まれる、というより、動く線こそ

代の手」が作り出したモノを通して、「アートなるもの」 が命であるとは、イギリスの人類学者テイム・インゴ

を問い直すという作業も可能になる。 ルド（TimIngold）が言っていることでもある。彼は、

このように、14回目を迎えて、バランスが微妙に崩 あらかじめ存在する多くの点を繋ぐ体系としてのネ

れて、展覧会がゴロンと動いてつぎの一歩を踏み出し ットワークより、素材が編まれていくことによって能

た感がある。そしてそれは、冒頭で述べたように、「生 が生成していくようなメッシュワークこそが生命の

きている」ことの証拠でもある。同一でありつづける 原理だと主張する。それに倣って言えば、縄文土器の

のではなく、ズレをもって動く。展覧会も生きている、 造形も、そのような一定の「リクツ」に沿って生成す

成長しているのである。 る動く線の所産かもしれないという視点が、今回の
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展覧会をつらぬく注目すべき特色だったと私は思う。 巻いて行列することによって命を吹き込まれている

飛躍の契機はけっしてひとつではなかったし、その

展開もけっして直線的ではなかった。私が追跡しうる

範聞で言えば、アーテイストの酒井消一氏に代わって

文化財修復の専門家である石原道知氏が展覧会のデ

ィレクターを務めることになったことで、なんらか

の新味が期待され、それはまず前述の「コンテンポラ

リー展Jへの改名として結実し、その変化が、さまざ

まな展開への場を提供した。そこに大胆な鍵2誌をも
ちこんだのが柴田美千里氏で、山内啓司氏のヴィデオ・

フィードパックと高木隆司氏の「形の科学Jという、言

わば「科学の視点Jを常連のアーテイストたちに紹介し、

その結巣、意見交換のためのメーリングリストには「カ

オス浬論Jや『フラクタルJなど、前回までとは打って

変わった言葉が行き交うことになった。その展開を

敢えて一言で表すとすれば、山内氏の「数学的な原則

が複雑な形を生み出すJという言葉が、それに当たる。

ヴィデオカメラの映像を投影してヴィデオカメラ

で写して「映像をアィードパックにより増殖させてい

くと、カメラの傾きやズームを調整することで、.........

フラクタルな形が現れ…・・…まるで形が意志を持って、

自分で自分の体を作り出しているようにも見える』（山

内）。そのような「自己組織化現象」で得られた動画が、

あまりにも純文土穏の文様に似ていることに驚傍し

た山内氏の映像作品は、作者自身が強調するように、

怒図的に作ったものではなく、カメラの傾きやズーム

を調整しただけで生成してきた形である。その映像

を復元住居内に吊った大内公公氏作成の桂野遺跡の

渦巻文土著書のレプリカの渦巻模様の上に投影した作

品は、l信閲のなかで嬬らぐ炎が火炎土械の形を辺り

の木々に投影するさまを再現した柴田氏の作品とと

もに、『もようでつ〈 ったかたち』という斬新なコラ

ポレーションに結実した。そのキャプションの言う

ように「復元住居のまわりで、何かが始まってJいた。

土器表面に動く線が刻印されたものと しての文様の

上にヴィデオ・フィードパックの動く線が重ねられた

とき、そこには命の存在を感じさせる何かが畿き始

めたのである。

生命あるifi/1＜渦巻模様は、展覧会のあちこちに出

現していた。掌をひらひらさせて、ゆっくりと旋回し

ながら踊る平野晶広氏の（常連には見慣れた）パフォ

ーマンスは、ふと気づけば、ゆらぎを含んだ渦巻き運

動であり、それに対して、今回柴田氏が作成したほぽ

等身大の『平野さん』のほうは、動きのある線を生み

出さない。おなじみムンドノーポぽこプヨーダンの楽

隠の人形や動物たちも、気づいて見れば、蛇行し渦を
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のだった。さらには作品名自体がr草上の渦』という

万城目純氏＋ホワイトダイスのパフォー7ンスは、遺

跡の草の上で渦を巻いて踊りながら、出土した貝殻

を積み上げていって新しい貝啄が誕生した。動く線

から命が生まれる．自然界は、大は台風から小は巻貝

まで渦巻きだらけであり、それは単純な反復ではなく、

原則にしたがいつつも微小なズレが組み込まれた反

復によって生まれる。『草上の渦a公淡の臼は、台風が

接近して風雲急を告げる中、パフォーマンス開始直前、

草上をせわしなく動く餓の行列に、私たち観客は目

を奪われた。前後左右に微妙に蛇行しながら、列にな

って進んでいる蛾も、命のある動〈線だった。同じ草

上には、別の命を生み出す動く線もあった。うっかり

すると作品であることを見過ごされがちな篠潔勝氏

のr縄文のはたけ』である．そこでは、ヒエやアワなど
「縄文時代から栽培されていた日本段古の穀物」が栽

培されているのだが、純物という生き物は動く線と

して成長している。生命ある成長する作品。驚くべき

ことに、縄文時代からずっとDNAがつながって、稔り

をもたらしつづける動く線であり、超長期的なパフ

ォーマンスなのである。そして刈り取られ脱殺された

穀物は、縄文収穫祭で純文土慌のレプリカで調理さ

れて、食べられて、人間たちの命となって、動〈線はさ

らに続いていく。

命を生み出す動く線は、（私たち人間の視力から見

ると）動いていないようにみえる作品の上にも綾息

していた。その繋ぎ目と言えるのが、辻けい氏のくあか

からあかへ〉という作品で、赤〈染めた絹糸で織った

長い布が、一方の!l)/Jiiliiでは水流の中をたゆたい、他方

のタプローでは一休みしていた。動く線は、須藤あり

さ氏の『月の種』では、綿糸を輸般みして料jで悶めた

筒ないしは器状の21個のオブジェへと獲形されてい

たが、作者がキャプションで省くように、それは死と

再生のプロセスの中にあるからには、今のところ固

まっているふりをしているのにすぎないのだろう。他

方、絞ってちぎった土の片々が焼き物となって渦巻文

織に並べられていた大川和宏氏の作品では、命ある

動く線は、醇索でパラパラにされたDNAのように断

片化して点線となり、プレパラート上の標本さながら

だった。それは命の痕跡ではあっても、もはや動き始

めそうには見えなかった。

それに引きかえ、野外に展示された大川氏の別の

作品『ジョウモンにオモウツボ』では、紐作り（動く線！）

の幾つもの深鉢型のオブジェが、まるで畑で収穫を

待つカボチャのように転がっていて、生命ある総の動

きがそこでいったん膨らんでいるといった感じだった。



その膨らみは、生命を宿しているかのように、打てば

響いた．その向こうには、こちらも地面から生えてき

たクワイのような、輸積みで作ったしずく型のテラコ

ッタが点在している。これは消水雄一氏のrしずく土

鳩 ー記憶と循環』という作品で、太古からの水の循環

のように、消滅と再生を繰返すなかで記憶されていく

体験というものを主題としていた。ここでもしずくは、

動きのある水の線が一瞬膨らんでいる状態のストッ

プモーションのごときものだ。が、それは永続せず、循

環する水の動線へと姿を変えていくのである。

生命ある動く線は、石原道知氏＋橋本遥也氏のrァ

ーティスティック・レヴュー』の主題でもあった．石原

氏はこれまでも、博物館の収蔵庫にある「ふだん陽の

目を見ないJ遺物の数々に光を当てる試みを続けて

きたが、今回は橋本氏とともに、土器の造形的特徴を

把鰹するために、修復作業のなかでr破片の組み立て

から長時間に渡り、あらゆる角度から土保を見てい

ることJを通してアーテイス トとして解説した結果を、

その現物とともに作品として展示した。その作品の

なかには、「おおなみ、こなみJのように流れるような

水平の動きの見られる土器、3つの部分がそれぞれ「し

ずくの落ちるアニメーションJの場面としてみること

のできる土器が含まれていた。そこでは、静止画像と

して分解した上で、それぞれを記号として解説しよう

とする志向とはちがう、動画の一時停止のようなも

のとして縄文土器の造形をみる動的な見方が示され

ていた。

動く線が命を生み出すプロセスが、束の閥、i骨盤の

なかで安らっている、あるいは静かに胎動していると

も思えるのが、正法地健氏の『船橋の縄文メッセージ』

と淵井消一氏の『縄文の貝を巡ぶ箱Jit』である。正法

地氏の組写真パネルは、同一地域から出土した親類

縁者とも冨える多数の土器の造形の断片の写真をコ

ラージュ風に並置したものであり、酒井氏の作品は、

飛ノ台貝尿出土のハイガイやウミニナをたくさんの

薬組に入れて並べ、流木で作った小さな白い船とと

もに標本箱に収めたものであり、どちらの作品も、動

〈線が生み出す多様な変化を績並びに並値したもの、

い換えれば、同種の生物のズレを含んだ同一性あ

るいは類的に相似した多様性をコレクションした作

品である。まったく同じものは自然には生まれない。

判で押したような画一性は自然に反する。自然は、微

細なズレを含んだ反復によって、必然的に自然な多様

性を生み出すのである。

これら以外の出展作品には、飛ノ台史跡公幽侍物

館の広報紙の表紙を飾った同館所蔵の土総の突物と

拡大写真パ才、ルを並置した神保君雄氏の’表紙を飾

った土器たち』、丹菊逸治氏と篠原智花氏の『アイヌ民

族に伝わるお話のアニメ オルシベスウォプ』（アイ

ヌ文化振興・研究推進機構製作。両氏は監修で参加）、

土偶の日運営委員会の方々の『どぐうの防だまり』も

あって、スケールと次元というテーマ、伝承と変形と

いうテーマ、ミニチュアの異界というテーマなど、そ

れぞれに、縄文コンテンポラリー展のこれからの新

展開の種となるようなものが含まれていた。

本年の縄文コンテンポラリー展は、以上のように、

いろいろな意味で画期的だった。昨年までは、同じス

ペースを共有し、時にはニアミス状態にまで近づきな

がらも、縄文への働きかけに鴎踏があった。しかし今

回は、「現代の手Jが作り出したモノから、「縄文の手J

が作り出したモノに対して、ぎこちないながらも対話

（あるいは挑発ワ）を申し出た。つまり繊並びのモノ

ローグではなく、向かい合つてのダイアローグへ。同

じことは、出品アーテイスト同士にも妥当する。今ま

でも皆さん仲良しだったのだが、大内氏が始めたメ

ーリ ングリストの御蔭もあって、それそ．れの作品の聞

にも、コラポ作品はもとより、そうでなくても、互い

にコメンタリーの関係にあるというか、，，ろいろと

噛み合う感じが出てきた。このことは、縄文コンテン

ポラリー展の将来にとって、とても明るいニュースだ

と思う。ところで、パフォーマンλr草上の渦』は、予想

もしなかった理由から、ヴァージョンIIが制作される

ことになり、それとヴァージョンIとの闘には、当然ズ

レが生まれた。成長するパフォー7ンスワ 1

「イノチを生む動く線」としての縄文コンテンポラ

リー展で、今後さらに何が試みられるのか、どのよう

な予期せぬことが発生するのか、何が生成するのか、

そして展覧会がどのように成長していくのか、楽しみ

である。
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